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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

江
戸
五
街
道

第
5
回

は
じ
め
に

　

中
央
区
は
面
積
わ
ず
か
10
㎢
。
東
京

都
全
体
の
０
・
46
％
と
23
区
の
中
で
も

１
〜
２
を
争
う
小
さ
な
ま
ち
で
す
が
、

23
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
江
戸
以

来
４
０
０
年
を
超
え
る
長
き
に
わ
た
っ

て
常
に
文
化
・
商
業
・
情
報
の
中
心
と

し
て
発
展
し
て
き
た
、
由
緒
あ
る
ま
さ

に
日
本
の
要
で
す
。
江
戸
五
街
道
の
起

点
で
あ
り
日
本
国
道
路
元
標
が
置
か
れ

る
「
日
本
橋
」、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で

上
品
な
大
人
の
顔
を
持
つ
日
本
一
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
「
銀
座
」、

食
の
ブ
ラ
ン
ド
「
築
地
」、
日
本
の
ウ

オ
ー
ル
街
「
兜
町
」、
東
京
の
陸
の
表
玄

関
「
八
重
洲
」、
江
戸
っ
子
気
質
の
残
る

下
町
情
緒
い
っ
ぱ
い
の
「
人
形
町
、
佃
、

月
島
」、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
が
で
き
る

海
の
表
玄
関
「
晴
海
」
な
ど
、
東
京
を
象

徴
す
る
名
所
が
凝
縮
し
、
そ
こ
に
住
み

活
動
し
て
い
る
人
々
は
生
き
生
き
と
躍

動
し
て
お
り
、「
小
さ
く
と
も
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
よ
う
に
キ
ラ
リ
と
光
り
輝
く
」都

心
中
の
都
心
で
す
。

五
街
道
の
起
点 

名
橋「
日
本
橋
」

　

江
戸
の
シ
ン
ボ
ル「
日
本
橋
」は
、
江
戸

幕
府
が
開
か
れ
た
慶
長
８（
１
６
０
３
）年

に
徳
川
家
康
公
の
命
で
架
橋
さ
れ
、
そ

の
翌
年
に
は
東
海
道
、
中
山
道
、
甲
州

街
道
、
日
光
街
道
、
奥
州
街
道
の
五
街

道
の
起
点
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
五
街

道
は
、
幕
府
の
直
轄
と
さ
れ
、
諸
国
大

名
の
参
勤
交
代
は
も
と
よ
り
、
流
通
、

通
信
の
大
動
脈
と
な
り
、
幕
藩
体
制
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
た
。
ま
た
、
家
康
公
は
城
下
に
市
街

地
を
つ
く
る
た
め
に
関
西
か
ら
商
人
た

ち
を
呼
び
寄
せ
、
店
を
開
か
せ
た
。
や

が
て
、
日
本
橋
を
は
さ
ん
で
伊
勢
商
人

や
近
江
商
人
た
ち
の
大
店
が
連
な
る
一

大
繁
華
街
が
生
ま
れ
、
江
戸
の
発
展
と

繁
栄
を
支
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

初
代
日
本
橋
が
木
橋
と
し
て
建
設
さ

れ
て
か
ら
、
19
回
の
架
け
替
え
、
改
修

を
経
て
、
現
在
の
20
代
目
で
あ
る
御
影

石
の
名
橋
「
日
本
橋
」
に
至
る
。
明
治
44

（
１
９
１
１
）年
に
、
近
代
化
の
進
む
中
、

東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
時
の
建
築

土
木
の
最
高
の
技
術
陣
と
彫
刻
家
が
共

同
し
、
和
洋
折
衷
の
秀
麗
な
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
様
式
ア
ー
チ
型
の
石
橋
が
建
設
さ

れ
た
。
20
代
目
名
橋
「
日
本
橋
」
は
、
明

治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
４
世
代
を

見
つ
め
、
震
災
や
戦
火
に
も
耐
え
、
平

成
11
（
１
９
９
９
）
年
に
は
国
の
「
重
要

文
化
財
」に
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平

成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
は
、
日
本
橋
架

橋
百
年
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
同

年
、
橋
詰
の
「
日
本
橋
船
着
場
」
を
整
備

し
て
い
る
が
、
発
着
す
る
舟
運
ツ
ア
ー

は
日
ご
と
に
増
え
、
本
区
の
舟
運
観
光

の
中
心
と
い
っ
た
新
た
な
役
割
も
担
っ

て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

わ
が
ま
ち
の「
黄
金
時
代
」を
築
き
上
げ
る
�

中ち
ゅ
う
お
う央

区
長
　
矢や

だ田
美よ

し
ひ
で英
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こ
の
よ
う
に
ま
さ
に
日
本
の
中
心
で

あ
る
名
橋
「
日
本
橋
」
は
、
歴
史
あ
る
貴

重
な
橋
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、「
名
橋『
日
本
橋
』保

存
会
」を
は
じ
め
地
域
の
方
々
に
よ
り
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
春
の
名
橋
「
日
本
橋
」

ま
つ
り
、
夏
の
橋
洗
い
、
１
月
３
日
の

箱
根
駅
伝
復
路
コ
ー
ス
の
催
し
物
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
、
長
き
に
わ

た
り
守
ら
れ
、
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
。

今
後
も
、
地
元
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
日
本
橋
を
守
り
、
次
の
１
０
０
年
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

今
後
の
展
望

　

２
０
２
０
年
に
は
、
世
界
最
大
・
最

高
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
平
和
の
祭
典
」
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
わ
が
ま
ち
中
央
区
を
中
心
に
開
催

さ
れ
る
。

　

前
回
東
京
で
開
催
さ
れ
た
１
９
６
４

年
大
会
で
は
、
名
橋
「
日
本
橋
」
上
空
か

ら
青
空
を
奪
っ
た
首
都
高
速
道
路
が
建

設
さ
れ
、
今
と
な
っ
て
は
「
負
の
遺
産
」

の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
56
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
る
東
京
五
輪
を
機
に
日

本
橋
川
や
昭
和
通
り
の
上
空
に
再
び
青

空
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、
地
元
区
で
あ

る
本
区
と
し
て
も
長
年
に
わ
た
り
切
に

願
う
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
ぜ

ひ
と
も
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

国
や
都
な
ど
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
に
実
施
し
た
区
民

意
識
調
査
で
は
、
区
民
の
８
割
を
超
え

る
方（
81
・
４
％
）か
ら
大
会
開
催
に
対
し

期
待
を
抱
い
て
い
る
回
答
が
得
ら
れ
た

こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
開
催
ま
で
の

６
年
余
り
は
、
中
央
区
の
魅
力
を
世
界

に
向
け
て
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉

え
、
選
手
村
や
交
通
ア
ク
セ
ス
は
も
と

よ
り
、
日
本
橋
や
銀
座
を
は
じ
め
区
内

全
体
の
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
に
一
段
と

弾
み
を
つ
け
、「
中
央
区
の
黄
金
時
代
」

を
し
っ
か
り
築
き
上
げ
て
い
く
決
意
で

あ
る
。

　

そ
し
て
２
０
２
０
年
、
さ

ら
に
そ
の
先
の
未
来
も
見
据

え
、
区
民
の
皆
さ
ま
が
将
来

に
わ
た
っ
て
夢
と
希
望
を
持

ち
快
適
な
都
心
居
住
を
謳

歌
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
本
区
の
さ
ら
な
る
に
ぎ

わ
い
・
発
展
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
。

舟運観光の中心を担う「日本橋船着場」

毎年恒例の日本橋「橋洗い」

　

徳
川
家
康
は
関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
利
す

る
と
、
翌
年
の
慶
長
６（
１
６
０
１
）年
に

は
、
い
ち
早
く
街
道
の
整
備
に
着
手
。
江

戸
幕
府
が
開
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
２

年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
橋
を
起
点
と
し
て
、
京
都
に
い
た

る
東
海
道
と
中
山
道
、
甲
府
を
経
て
下
諏

訪
で
中
山
道
と
合
流
す
る
甲
州
街
道
、
日

光
東
照
宮
に
つ
な
が
る
日
光
街
道
、
宇
都

宮
か
ら
分
か
れ
て
白
河
に
つ
な
が
る
奥
州

街
道
。
こ
れ
ら
を
五
街
道
と
い
う
。

　

こ
の
五
街
道
の
、
日
本
橋
を
出
発
し
て

最
初
の
宿
は
、
東
海
道
は
品
川
、
中
山
道

は
板
橋
、
日
光
・
奥
州
街
道
は
千
住
、
そ

し
て
甲
州
街
道
は
内
藤
新
宿
で
、
ま
と
め

て
江
戸
四
宿
と
呼
ば
れ
た
。

一
口
メ
モ

江戸五街道

日
本
橋
か
ら
は
じ
ま
る
五
街
道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
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「
街
道
交
流
首
長
会
」
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